



Hugo Riemann’s Interpretation of ‘Early Music’ 
Performance in his Anleitung zur Generalbaß-Spielen
MISHIMA Kaoru
Abstract :  Early music revival in Germany fell behind the revival in England and France in the early twentieth 
century; however, German music theorists developed the idea to leave behind attempts to transcribe early 
music into ‘modernized notation’. Hugo Riemann （1849–1919） was at the center of this activity. He was a 
musicologist and a music theorist, and was known as the author of Musik-Lexikon and the inventor of the term 
Agogik. He was active in many disciplines, writing about harmonic theory, thorough bass, counterpoint, music 
history, and music aesthetics, and teaching theory and piano at universities and conservatories.
　One of his most important works concerns harmonic theory and its instruction; he published Anleitung zur 
Generalbaß-Spielen in 1903. Riemann’s work was as an extension of existing harmonic theory books, many of 
which had the word ‘Generalbaß （thorough bass）’ in their titles and were published in large numbers in the 
German-speaking sphere in the nineteenth century. Riemann, who played a leading role in early music revival in 
Germany, used the term Generalbaß quite differently from its usage in early music. He used the term to explain 
nineteenth-century functional harmony in the Anleitung, though he often referred to the practice of Generalbaß 
in a manner characteristic of early music.
　In this article, I analyse how Riemann thought about and discussed early music performance, focusing on 
his references to early music in his Anleitung. It seems contradictory that Riemann’s way of performance was 
quite one of nineteenth century, that is, of Romantic articulation and phrase-shaping, although he strongly 
recommended the performance practice of a Baroque-style thorough bass. He also used the word ‘Generalbaß’ 
to suit his purposes at the time, whether discussing the performance of baroque music or harmonic theory. 
Generalbaß was an old practice, but it could have been used for harmonic theory because of its corporality. 
Musicians were not able to abandon the practice of transferring figures into the action of fingers on the 
keyboard.













フーゴー・リーマン Hugo Riemann （1849–1919） は、こ
のような選集の校訂や出版にもかかわった、ドイツにお
ける古楽復興の主要な人物の一人であった。彼は 1878
年に、論文「記譜法の歴史研究 Studien zur Geschichte 
der Notenschrift」で博士号も取っていた（Wolff 1969: 
18）。ドイツの古楽復興については、リーマンとシェ

























































4 4 4 4
「数字付きバス」の意味で使う際
には、「ゲネラルバス」を使用することにする 5。
1 Arnold Schering （1877–1941）。ドイツの音楽学者。リーマンと同様当時の古楽復興運動にかかわっていた。
2 個人の名前で出された最後の音楽事典。“Hugo Riemann Musik-Lexikon. Theorie und Geschichte der Musik, die Tonkünstler alter und 
neuer Zeit mit Angabe ihrer Werke, nebst einer vollständigen Instrumentenkunde”.
3 テンポやリズムを意図的に変化させることで行う、音楽上の表現の一つ。
4 （Rehding, 2003） など多数。
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1．ゲネラルバスを使用した和声理論と教育
『通奏低音の手引き』は 30 年間で 4 版出版されて
おり、本稿ではもっとも新しい第 4 版（Leipzig: Max 





版された後、1903 年の第 2 版から『通奏低音演奏の
手引き』とタイトルを改め、1909 年に第 3 版、そし





























が、著名なゴットフリート・ヴェーバー Jacob Gottfried 
Weber （1779–1839） の 1813 年の論文「いわゆるゲネラ








能を示した。具体的には譜例 1 にあるように、「346 と
書かず、34 のみを記し、6 を書かない代わりに楽譜に
は g7 と書き、g を根音とする 7 の和音を示す。しかし
第 6 音をフラットにしたい場合には、6 ♭と書く」（1917: 
4）とする。g7 は、g 上の 7 の和音 g-h-d-f が構成和音で、
d 上の d-f-g-h という構成音になる。また「アルファベッ





6 リーマンは、マッテゾンの『小ゲネラルバス教程 Kleiner Generalbassschule』（1735）を実際には薦めてはいる。
7 第 6 章「数字付きバス実践批判」の中の項目「ハーモニーと（一時的な）転調 Ausweichung の特徴」。その他に、「音楽監督は
大きな総譜ではハーモニーをバスから読み取ることができる」「作曲家は彼の曲から弁明をするべきだ」という主張をする。
8 彼は「とうとうやっかいなゲネラルバス奏法を置き去った。作曲家によって完全に作られた声部で十分だ」（Weber 1813: 110）
この中で彼が擁護したのが、フォークラーの意見であった。
9 記号については『簡略和声：和音の調的機能 Vereinfachte Harmonie oder die Lehre von den tonalen Funktionen der Akkorde』（1896）
の英訳版 Harmony simpliﬁed: or, The theory of the tonal functions of chords］（London: Augener, 1896）］を参考にした。リーマンは













































































さらにリーマンは、C. P. E. バッハの『正しいクラヴィー
ア奏法』第 2 部の「第 32 章：伴奏のある種の装飾 Von 
gewissen Zierlichkeiten des Accompagnement」（リーマン




















































『バイエルン 音芸術の記念碑 Denkmäler der Tonkunst 
in Bayern』（1900–）、 ク リ ュ ザ ン ダ ー Karl Franz 
Friedrich Chrysander （1826–1901） 編の『音芸術の記念
碑 Denkmäler der Tonkunst』（Bergedorf, 1869–）、 そ し
てリーマン自身の『古楽の室内楽 Alte Kammermusik』
（London: Augener, n. d.）などを「通奏低音がリアライ
ゼーションされた ausgearbeiteten 楽譜」であるとして
15 チェロ奏者。Joseph Abaco （1710–1805）。
16 「伴奏者というものは、それぞれの曲を正しい演奏でそれに合うハーモニーで、またそれに合う強さと音域で合わなければな




されたということだ。例えば J. S. バッハの『鍵盤楽器とヴァイオリンのための 6 つのソナタ』においてのように」（1917: 49）
19 モーツァルト以外には、「おおよそ 1760 年以降の」とりわけリヒター Franz Xaver Richter （1709–1789）、ショーベルト Johann 




































ある。ここでは、E の課題例からコレッリ Arcangelo 
Corelli （1653–1713） の《トリオ・ソナタ ロ短調 Trio 











さらに初版譜（Rome: Gio. Giacomo Komarek, 1694）
においては、バスと第 2 ヴァイオリンは C 拍子、そし






















20 その他コンティヌオの書き出しがないものについては以下も挙げている。イェンセン Gustav Jensen （1835–1895） の『古典派の
ヴァイオリン音楽 Klassishce Violinmusik』（London, Augner & Cie.）、リーマン自身の最近のコレクション、そしてオリジナルの













項目 頁 番号 内容 備考
A. 数字付きバスのつい
た旋律
56 No. 1-32 コラール旋律 和音の機能の記号と数字の両方
B. 旋律のない数字付き
バスの課題
85 No. 31-44 マッテゾン 『小通奏低音教程』 より 14 題 通常のバロック期の通奏低音




91 No. 46-59 I コラール 数字づけはもとより不可能











141=161 No. 107-117 ・ヒラー リート 《花輪 Ernekranz》 （1770）




・コレッリ 《ヴァイオリン・ソナタ Op. 4-12》 
より 〈ジーガ〉
・アバコ 《トリオ・ソナタ Op. 3-9》 より 〈ア
リア : ラルゴ〉
・ヴィターリ 《トリオ・ソナタ Op. 2-8》 （1667） 
よりアレグロ（終楽章）
・ヘンデル 《2 声の （フルート） ソナタ 第 10
番》 より 〈アダージョ〉
・ヘンデル 《2 声の （フルート） ソナタ 第 12
番》 より 〈ラルゴ〉
・バッハ 《2 本のヴァイオリンとバスのため









音 楽 史 Musikgeschichte in Beispielen』（1912） に お け
る、ヘンデルの《メサイア Messiah》（1742）の〈序
曲 Symphony〉や『J. S. バッハの平均律曲集の分析





















Joseph Joachim （1831–1907） が編集し、同時期に出され
た『コレッリ全集 第 1 ～ 3 巻 Les oeuvres de Arcangelo 





ま た 音 楽 学 者 シ ュ テ ー ク リ ヒ Rudolf Steglich 
（1886–1976） は、1918 年 の「 古 楽 復 興 者 と し て の





























24 シュテークリヒは「様式的に正しい古楽の演奏 Stilgerechte Aufführung älterer Musik」（Steglich 1918: 611）を求めていた。
譜例 6　リーマンがフレージングを付加したヘンデル《メサイア》より〈序曲〉
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